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IV 地震:ミ 関すろ人の問ぃが考ぇててい。

イ.士セ電 の ゆ入 のようす :せ 紀 層 計 に もこ含襲 tれ ろ .

(1)'セ 電 ぅ、き ミフた 、 tの 君 た と マゲニ雀 _P卜 関 する支 ヒ Lて 通ド 刀ガ

tの t.次のア～ t■から |ヮ 選にでその名男t書 さだoぃ 。

ア 晃家 から同ピユヒ雛であ久}ま "、 次ず同じ見慮■̈ある。

イ 叉ゲニ仁―ド|ま 偽たえガ詢′セ′や、1、 か夕ろセロの親様1■象 tて :ヽろ .

ウ・ 霊 表 は あ を見受,土セ点、1・ ぢりろ 嗜 電 の ゆわ 夫 tt後 麦 tて Wろ 。

I、 マグし先 _ト リー tヽ口 tセ 霧 ほと`、ゅ 人ろ 範 囲 !1六 Ч .

ア … 君 〕象 から日 u陸 広色で1セ 、日 V震 友 ヒは ,れ な ぃ′
イヽ―マゲ・ 仁―ドヽは,セ電の類薇■象サペら額以リセだ、の
tの ■・はなし1かぅ ＼

工… Rイした _ド が′卜くい土セ震 ほピゅ入ろ範田 1タィ来しぃ 3X

図 1

(→ 団4は 主セ霜七十のしくみ1ス したち?π"ある。回転ドラム
このtセ震許 が ,入 t ttCCネ フ3に く碑′t関 する  

・
薦肇瀬5

〕矢Okの TOl,「 o7に入ろ将句ヒして適ヮ々
tの ■.窃 tの ア～功からk久そA人 |フ 賢たて・、その
猜易t著 きない 1。

力 見 か・■生し負tt、 世 色が毎きノミタ` して1亜コ  
針
ぉ之

ti争あっ、ほりヵ、口多↓
1ラ
ヘ〔常

“

象泰t)は 世 色の多さと
ロザようlミ ゅ Aろ ため、この生セ震 ち†れ 哉 面の師 い な角け へ迭

夕色0象 するこ、ヵvく・■参′ Otウ
ア 女れ  ィ、|さぃ .ゥ、ぢtッ  ■.上下  ま たん.ヵ L千方名   0(■ ニ
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